
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年１１月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３門第３５号 

事故等種類 座洲 

発生日時 平成２５年４月７日 １１時５０分ごろ 

発生場所 山口県宇部市宇部港 

宇部港西防波堤灯台から真方位３０７°１,４４０ｍ付近 

（概位 北緯３３°５６.７′ 東経１３１°１３.１′） 

事故等調査の経過  平成２５年４月８日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（門司事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 いよえーす、１９９トン 

 １３０６３１、株式会社ブリジストン汽船 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過 本船は、船長ほか３人が乗り組み、水砕スラグ７００ｔを積載し、

船首約２.９ｍ、船尾約３.５ｍの喫水で宇部港に入港し、本船が着岸

する予定の宇部興産セメント西工場第４桟橋（以下「本件桟橋」とい

う。）に既に他船が着岸して荷役をしていたので、平成２５年４月７

日１１時３０分ごろ本件桟橋のある工業運河の入口の手前約０.２海

里（Ｍ）付近で漂泊し、荷役を終えて工業運河から出て来る同船を待

った。 

本船は、待機中に下げ潮により、少しずつ西側の浅所に接近してい

た。 

船長は、荷役を終えた船が工業運河から出て来たので、運河に入ろ

うと思い、１１時５０分ごろ機関を前進にしたが、船が動かなかった

ため、本船が乗り揚げたことに気付いた。 

船長は、各タンク、機関室及び船外周囲の調査を行い、浸水及び油

の漏えい
．．

のないことを確認後、圧流されないように投錨し、潮が満ち

るまで待機した。 

本船は、１６時００分ごろ少しずつ船が動きだしたので、１６時２

０分他船に船尾を引いてもらって離礁した。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 西、風力  ５、視程 約１.５Ｍ 

海象：潮汐  下げ潮の末期、潮高 約１２４cm  

 その他の事項 

 

 船長は、風力５の西風による圧流を考慮し、通常より少し西側に進

路を取って進んだ後、他船の進路の妨げにならないように水路の西側

で待機していた。 



 

 船長は、乗揚後に水深を計測したところ、船首付近が約２.４ｍ、

船尾付近が約２.７ｍであった。 

海図（Ｗ１２８）によれば、本インシデント発生場所付近の水深は

１.３ｍ～１.７ｍ、底質は砂まじりの泥である。 

 本船は、４月２２日宇部港内において、ダイバーによる船底調査が

行われ、損傷のないことが確認された。  

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、宇部港において、工業運河から出て来る船を漂泊して待機

中、下げ潮による潮流で西側の浅所に接近したことから、同浅所に乗

り揚げたものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、宇部港において、工業運河から出て来

る船を漂泊して待機中、下げ潮による潮流で西側の浅所に接近したた

め、同浅所に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。  

・余裕水深のない場所で待機する場合は、適切な場所を選ぶととも

に、圧流の虞のある場合は、できる限り、錨泊すること。 

 

 

 


